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文責：校長 大内雅之

朝のあいさつ運動に 強力な助っ人
～気づき 考え 実行する～

６年生による朝のあいさつ運動が再開しました。校長が一人で子どもたちを迎えていた時とは

エネルギー量が違います。朝の学校のスタートにあたり、学校全体に活気が満ちてくるような感

じがします。

そんな朝のあいさつ運動に強力な助っ人が現れました。５年生たちです。私たち教員は全く強

制・声かけなどしていません。自分たちで判断して６年生と一緒に活動を初めてくれました。ま

さに「気づき 考え 実行する」姿の表れです。素晴らしい。コロナ対応もあり友達との距離を

開けること、飛沫が飛ば

ないようにむやみに大き

な声は出さないように話

はしましたが、立つ場所

やあいさつの仕方なども

考えて活動していました。

しかもとっても楽しそう

に活動していたのがとて

も印象的でした。

ありがとう５年生。

二本松少年隊顕彰祭に向けて

～剣舞クラブ始動～
部活動の解禁をうけ、１日の昼休みから剣舞クラブ（６年生）の

練習が始まりました。二本松少年隊顕彰祭（7/28、二本松市民会館
にて行われる予定）に向けた練習です。これまで練習ができなかっ
た分、急ピッチで仕上げていかなければなりません。１日は、どれ
くらい覚えているかの確認の後、細かい動きのチェック、動きを合
わせる練習に取り組みました。参加している６年生はとても真剣に
取り組んでいました。剣舞は霞ヶ城のお膝元の二本松北小にとって、

大事な伝統の一つです。自由に遊びたいかも知れない休み時間を使

ってでも、伝統を守る練習に取り組む６年生、指導に当たる先生方

を校長として誇りに思います。

教育相談室も再開
子どもたちの悩み相談やちょっとしたリフレッシュの場とし

て活用されてきた教育相談室（校長室隣）。職員減により対応

を見合わせてきましたが、やりくりして７月から再開しました。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）
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輝け！北っ子！


